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目的 

 地方衛生研究所（地衛研）は、衛生行政に

おいて調査研究、試験検査、研修指導及び公

衆衛生情報等の収集・解析・提供等を行うの

科学的、技術的中核機関である。特に、感染

症や食中毒などの健康被害が生じた際には

高精度な検査により原因究明を行う機関で

ある。地衛研における病原体検査では、高精

度の検査が求められており、新興感染症な

どの検査にも迅速に対応することが求めら

れている。しかしながら、地方自治体におい

ては財政面の不足に加えて、頻繁な人事異

動等により、専門性の高い人材が不足して

いるのが現状である。そこで、本研究では、

基礎的な知識と技術の習得による人材育成

をすることで地衛研の職員全体の底上げを

目的として、基礎的な研修を行い、その必要

性について検討を行った。 

 

B．研究方法 

 令和 6 年度および 7 年度において、Web

研修を 2 回、対面型（ハイブリッド方式を

含む）を 3 回実施した。Web 研修では、地

衛研職員として必要な基礎知識を中心に研

修を行った。また、対面型研修では、リアル

タイム PCR 法の研修を 2 回、ウイルス分に

関する研修を 1 回実施した。 

 

C．研究結果 

 地方衛生研究所等を対象とした Web 研修

には、多くの施設が参加したことから関心

が高く、アンケート結果からも満足度も高

い研修となった（表１）。また、人材育成に

おいて困っていることに関する設問では、

所属において人事異動が多いこと、人材育

成をするための人材が不足していることも

明らかになった。 

対面型研修では、3 回の研修を実施した

（表 2）。研修後のアンケート調査から、い
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表1　WEB研修の参加状況と満足度

参加機関数 参加人数 満足度（平均）*

令和6年度 47 280 86.5

令和7年度 74 304 92.4

*各講義において、5段階評価で4以上の回答をした割合



 

34 

 

ずれの研修においても高い満足度が得られ

た。また、対面型研修では、研修後も継続を

望む声が強かった。一方、研修内容の所属へ

の伝達方法に関する設問では、“所内供覧の

み”がと最も多く, 次いで”口頭での伝達”

や “実習書のみの伝達”であった（表 1）。

また、研修後に新しく取り組んだことがあ

るかどうかに関しては、およそ 7 割の研修

生が新しいものに取り組んだと回答し、内

容としてはマイクロピペットの使い方など

基礎的な内容が多かった。 

 

D．考察 

 Web 研修および対面での研修を実施した

ところ、満足度も高く研修の継続を望む声

が多かった。対面型の研修内容を職場へ還

元する際には書面のみなどとなっているこ

とからさらなる工夫が必要であると考えら

れる。また、研修後に取り組んだこととして

ピペット操作など基礎的な内容を挙げてい

ることから、継続して研修を行い定着させ

ていくことも必要であると考えられる。多

くの地衛研では、人事異動が頻繁に行われ、

業務に関する事務的な引継ぎのみで検査に

対応している可能性もあることからも継続

が必要であると考えられる。さらに、アンケ

ート結果から職場内で OJT による人材育成

も困難である状況も見えてきていることか

ら、今後も基礎的な研修を継続する意味は

大きいと考えられる。研修では、地衛研の実

務に直結する研修が求められており、その

ための予算等の整備が必要である。 

  

E．結論 

 地方自治体において、感染症などの健康

危機発生時に地衛研は高い専門性を活かし

て原因を究明する機関であるにも関わらず、

人材面で困難な状況にあると考えられる。

頻繁な人事異動や職場での OJT 不足等によ

り、機能低下を起こさないためにも“基礎か

らしっかりと学ぶ研修”を行う意味は大き

い。検査内容は高度になり、検査項目も増加

している状況ではあるが基礎を学ぶことで

様々な検査に対応できる能力を身に付けて

いくことが重要である。本研修活動をとお

して、基礎を学び、応用力を高めて、正確な

検査・研究につなげていくことで感染症発

生事案において“頼りになる地衛研”となっ

ていく必要がある。 
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表2　対面型研修の参加状況

内容 参加人数 満足度（平均）*

令和6年度
リアルタイムPCR
（ウイルス分野） 50 92.0

リアルタイムPCR
（細菌分野）

24 91.6

ウイルス分離 6 100
令和7年度

*各講義において、5段階評価で4以上の回答をした割合


